
２  しょうばら花めぐり

６　行政経営改革に向けた答申書が提出

７　プラモニで初めて意見を募集しました

８　６月請求分から上下水道料金が変更

９　シリーズ100 歳まで楽しめる野菜づくり

　　安心・安全な毎日のために

10　市政トピックス　　12　カメラレポート

15　健康広場　　　　　16　お知らせ

国営備北丘陵公園の北入口エントランスセンター国
兼２階イベントホールで「happy flower garden」が
開催中。花で装飾したオブジェが室内全体に設置さ
れ、花を楽しみながら休憩できます。
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開花状況を
毎日ブログ
でお知らせ
しています。

毎年お盆過
ぎにはイベ
ントも開催
しています。

●問い合わせ
久代自治振興センター
☎０８４７７‐２‐０１４８
http://www.tameshige-jichi.com/

●問い合わせ
庄原市観光協会
☎０８２４‐７５‐０１７３

●問い合わせ
節分草インフォメーション（期間中）
☎０８２４‐８８‐３０５０
総領支所　☎８８‐３０６５

　

日
本
に
は
自
生
し
て
い
る
４
種
の
フ
ク

ジ
ュ
ソ
ウ
が
あ
り
ま
す
が
、
東
城
町
久
代
の

為
重
地
域
に
自
生
し
て
い
る
の
は
、
ミ
チ
ノ

ク
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
の
単
独
品
種
で
す
。
自
生

地
は
山
裾
に
沿
っ
て
約
１
・
５
㎞
に
広
が
り
、

３
月
上
旬
か
ら
４
月
上
旬
ま
で
の
約
１
カ
月

間
花
が
楽
し
め
ま
す
。
節
分
草
と
同
様
に
準

絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
地
元
自

治
会
を
中
心
に
大
切
に
保
護
さ
れ
て
い
ま

す
。
３
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰
に
は
、「
た
め

し
げ
福
寿
草
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

節
分
草
は
、
旧
暦
の
節
分
の
頃
に
咲
く
と

い
う
こ
と
か
ら
「
節
分
草
」
と
名
づ
け
ら
れ

ま
し
た
。
総
領
町
に
は
、
節
分
草
の
自
生
地

が
40
カ
所
以
上
、
延
べ
１
・
５
㌶
に
広
が
っ

て
お
り
、
日
本
で
も
有
数
の
規
模
を
誇
り
ま

す
。市
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
う
ち
７
カ
所
が
２
月
中
旬
か
ら
３
月
中

旬
ま
で
一
般
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
環
境
省

の
準
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
貴
重

な
花
で
、
地
元
の
保
存
会
に
よ
っ
て
大
切
に

保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。

案内人　伊
い の き

ノ木健
け ん じ

治さん

（ためしげ福寿草まつり実行委員会広報部）

　為重の福寿草の見どころは、群生する数が多い
ことです。各地の福寿草を見て来られた花の愛好
家の方が「ここの福寿草はすごい」と感動される
ほどです。また、大きな花をつけているのが特徴
で、直径が７センチを超えるものもあります。福
寿草は山の斜面などに多く見られますが、間近で
見られるのは全国的にも少ないようです。東城イ
ンターチェンジから近く、歩道の整備もしてある
ので好評なんですよ。

案内人　中
なかたに

谷昭
あ き お

夫さん

（ＮＰＯ法人節分草保存会　理事長）

　今年は昨年より１週間早く咲き始めました。咲
く期間はだいたい２週間くらいですが、公開して
いる７カ所は傾斜の角度や日の当たり方が異なる
ので、同時に咲くことはありません。咲くタイミ
ングがずれることで、その分長く節分草を楽しめ
ます。今年から車イスの方優先の箇所を２カ所設
けました。３月９日には恒例の「節分草祭」を開
催しますので、ぜひ足を運んでください。

福寿草

節分草

フクジュソウ

セツブンソウ

fukujyuso

setsubunso

各
地
域
の
お
す
す
め
の

「
花
」
を
ご
紹
介
し
ま
す

　

ヒ
ゴ
タ
イ
は
、
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ

て
い
る
植
物
で
す
。
日
当
た
り
の
良
い
草
地

に
生
育
す
る
キ
ク
科
の
多
年
草
で
、
枝
先
に

鮮
や
か
な
濃
い
青
紫
色
の
小
花
を
球
状
に
つ

け
ま
す
。地
域
で
は
古
く
か
ら
こ
の
花
を「
ぼ

に
ば
な
」
と
呼
ん
で
親
し
み
、
比
和
町
三
河

内
地
区
の
住
民
グ
ル
ー
プ「
ヒ
ゴ
タ
イ
の
会
」

の
皆
さ
ん
が
大
切
に
守
り
育
て
て
い
ま
す
。

例
年
の
見
頃
は
８
月
下
旬
か
ら
９
月
上
旬
で

す
。

案内人　藤
ふじわらぐんそう

原群三さん（ヒゴタイの会　会長）

　ヒゴタイは大人の男性の身長くらいに成長し、
花は大きなぼんぼりになり瑠璃色で宝石のようで
す。まさに地域の宝として保存活動を続けていま
す。この花は絶滅危惧種だけあってもともと自生
数が少なく、育てるのが難しい花です。何とか増
やせないかと保存会で取り組んできましたが、10
年かけやっと２００本余りに増やすことができま
した。現在は、比和小学校の児童も一緒になって
ヒゴタイの保護に取り組んでくれています。

平江帯 ヒゴタイ
higotai

し
ょ
う
ば
ら

しょうばら

道の駅リスト
アステーショ
ンに総合案内
所を設けてい
ます。

  　広報しょうばら｜２０１４．３月号｜ 2 3｜２０１４．３月号｜広報しょうばら



●問い合わせ
西城町観光協会（庄原市観光協会西城支部）
☎０８２４‐８２‐２７２７
http://www.hiba-gon.com/

●問い合わせ
口和支所産業建設室
☎０８２４‐８７‐２１１３

●問い合わせ
備北公園管理センター
☎０８２４‐７２‐７０００
http://www.bihoku-park.go.jp/

●問い合わせ
高野支所産業建設室
☎０８２４‐８６‐２１１３

赤や褐色の
マンサクも
きれいです
よ。

リンゴは食べ
るだけでなく、
見ても楽しめ
ますよ。

　

リ
ン
ゴ
と
言
え
ば
、
お
い
し
い
果
実
を
思

い
浮
か
べ
ま
す
が
、
実
だ
け
で
な
く
花
も
楽

し
め
ま
す
。
つ
ぼ
み
の
と
き
は
ピ
ン
ク
で
、

花
が
開
く
と
白
く
な
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で

す
が
、
品
種
に
よ
っ
て
は
赤
や
紫
の
花
が
咲

き
ま
す
。
高
野
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
リ
ン
ゴ

の
品
種
で
最
も
多
い
の
が
“
ふ
じ
”
と
い
う

品
種
で
、
全
体
の
約
８
割
。
５
月
上
旬
に
な

る
と
、
り
ん
ご
畑
が
白
い
花
で
覆
わ
れ
、
甘

い
香
り
が
漂
っ
て
き
ま
す
。

　

マ
ン
サ
ク
は
山
地
に
自
生
す
る
落
葉
低
木

で
、
こ
の
地
方
で
は
「
谷
い
そ
ぎ
」
と
も
言

わ
れ
ま
す
。
２
月
中
旬
か
ら
３
月
初
め
に
咲

く
、
雪
深
い
口
和
町
で
最
も
早
く
春
を
告
げ

る
花
で
す
。
花
が
枝
い
っ
ぱ
い
に
咲
く
た

め
、
穀
物
が
豊
か
に
実
る
こ
と
に
た
と
え
ら

れ
「
満
作
」
と
い
う
名
が
つ
い
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
主
に
黄
色
で
、
１
・
５
～
２
セ

ン
チ
ほ
ど
の
細
長
い
帯
状
の
花
が
つ
く
の
が

特
徴
で
す
。
旧
口
和
町
の
“
町
の
花
”
に
も

選
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ス
イ
セ
ン
は
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
科
の
多
年
草

で
、
人
気
の
あ
る
花
で
す
。
国
営
備
北
丘
陵

公
園
で
は
、「
ス
イ
セ
ン
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」

を
毎
年
春
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
３

月
15
日
㈯
か
ら
４
月
13
日
㈰
ま
で
の
予
定
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
５
０
０
品
種
、
75
万
本
の

ス
イ
セ
ン
が
丘
一
面
に
広
が
る
光
景
は
圧
巻

で
す
。
期
間
中
の
土
日
に
は
、
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
や
花
火
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
切
り
花
体
験
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

案内人　田
た な べ

辺真
し ん じ

治さん

（高野町果樹園芸組合　組合長）

　元気のいい花が咲かないと、良いリンゴに育
ちません。ですので、花の咲き具合というのは
気になります。花が咲く頃に霜がおりることが
ありますが、０度を下回ると花がダメージを受
けてしまうので、スプリンクラーで水をまき、
花を凍らせることで温度を保たせ、霜から花を
守ります。天気のいい朝方に見られるこの光景
も、一見の価値がありますよ。

案内人　松
まつしま

島　均
ひとし

さん

（湯木釜峰自治会前会長）

　平成 12 年に湯木ふれあいプラザ（旧口和公民
館湯木分館）の完成を記念して、地域住民協力の
もとマンサクの木を 50 本植樹しています。10 年
以上経ちますが、毎年きれいな花を咲かせてくれ
ています。町内には他にもマンサクが見られるス
ポットが多くありますので、ぜひ探してみてくだ
さい。マンサクが終わるとコブシ、それが終わる
とヤマツツジ、そしてヤマザクラと順番に咲いて
いくので、これらも見どころの一つですよ。

案内人　濱
はまやす

保瑞
み ず ほ

穂さん

（備北公園管理センター企画課企画係）

　スイセンファンタジーの見どころは、色鮮やか
なじゅうたんのように咲き広がるスイセンと、一
緒に咲く桃の花とのコントラストです。また、品
種によって植栽している本数が違い、咲くタイミ
ングも違うので、期間の最初と終わりでは違った
表情を楽しむことができます。スイセンは下（谷
側）に向かって顔を向ける性質があるので、丘の
下から見上げるように見るのがポイントですよ。

林檎

満作

水仙 リンゴ

マンサク

スイセン
ringo

mansaku

suisen

　

西
城
川
沿
い
、
国
道
１
８
３
号
線
の
西
城

ト
ン
ネ
ル
手
前
を
左
折
し
、
橋
を
渡
る
と
す

ぐ
の
と
こ
ろ
に
あ
る
蓮
照
寺
。
そ
の
歴
史
は

古
く
、
永
正
12
（
１
５
１
５
）
年
の
開
基
と

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
本
堂
の
横
に
優
美
な
姿

で
佇
ん
で
い
る
の
が
樹
齢
約
１
５
０
年
の
エ

ド
ヒ
ガ
ン
系
の
枝
垂
れ
桜
で
す
。
高
さ
は
お

よ
そ
10
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
一
斉
に
咲
き
そ

ろ
っ
た
花
は
見
応
え
が
あ
り
ま
す
。
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
も
あ
り
、
夜
桜
も
楽
し
め
ま
す
。
例

年
の
見
頃
は
４
月
10
日
前
後
で
す
。

枝垂桜 シダレザクラ
shidarezakura

しょうばら

観光施設では
ありませんが、
地域振興の一
助になれば幸
いです。

西日本一の品
種数を誇るス
イセンガーデ
ンをぜひご覧
ください。

案内人　中
なかやま

山　裕
ゆたか

さん（蓮照寺住職）

　お寺の境内の中にある桜として、ご近所の方に
親しまれる程度でしたが、ここ最近になり観光バ
スなどで市外からお見えになる観光客が増えてき
ました。そういったことから、お寺の青年部や観
光協会の協力をいただく中で、ゆっくり桜を楽し
んでいただけるよう、ベンチを設けたり、ライト
アップしたりしています。今後は春だけでなく、
イルミネーションで飾るなどして、一年を通じて
少しでも長く桜を楽んでもらえるものにしていき
たいと思っています。

  　広報しょうばら｜２０１４．３月号｜ 4 5｜２０１４．３月号｜広報しょうばら



コ メ ン ト

プ ラ

モ ニ
審議会から市長へ提出

企画課政策推進係　☎0824-73-1112

企画課政策推進係　☎0824-73-1112

行
政
経
営
改
革
と
は
？

　
「
同
じ
サ
ー
ビ
ス
で
あ
れ
ば
経
費
を

削
減
」「
同
じ
経
費
で
あ
れ
ば
サ
ー
ビ
ス

を
向
上
」と
い
う
基
本
方
針
の
も
と
、市

民
満
足
度
の
向
上
を
図
り
つ
つ
「
よ
り

効
果
的
・
効
率
的
な
自
治
体
経
営
」を

進
め
る
た
め
の
取
り
組
み
で
す
。

プ
ラ
モ
ニ
事
業
と
は
？

　

事
前
登
録
を
し
た｢

ま
ち
づ
く
り

プ
ラ
ン
ナ
ー
・
モ
ニ
タ
ー
（
市
民
お
よ

び
市
内
の
事
業
所
・
団
体
）｣

か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、ま
ち
づ
く

り
の
事
業
提
案
や
事
業
評
価
な
ど
を
い

た
だ
く
取
り
組
み
で
す
。

　

寄
せ
ら
れ
た
提
案
や
回
答
は
、市
の

施
策
（
ま
ち
づ
く
り
）の
参
考
に
し
て

い
ま
す
。

プ
ラ
モ
ニ
へ
の
登
録
は
？

　

随
時
、受
け
付
け
て
い
ま
す
。携
帯
電

話
か
ら
も
登
録
で
き
ま
す
。

４　

人
材
育
成
の
推
進

　
「
庄
原
市
人
材
育
成
基
本
方
針
（
平
成
20

年
３
月
策
定
）」
を
基
底
と
し
た
職
員
育
成

の
充
実
を
図
り
、
職
員
の
総
合
的
な
資
質
向

上
・
能
力
発
揮
に
努
め
る
こ
と
。

５　

人
事
評
価
制
度
の
導
入

　

庄
原
市
人
材
育
成
基
本
方
針
で
示
さ
れ
た

｢

評
価
結
果
に
基
づ
く
人
事
配
置
や
給
与
へ

の
反
映｣

に
つ
い
て
、
早
期
に
対
応
す
る
こ

と
。

６　

職
員
給
与
の
適
正
化

　

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
（
国
家
公
務
員
の
給

与
水
準
）
を
下
回
る
だ
け
で
な
く
、
本
市
の

厳
し
い
財
政
状
況
へ
の
危
機
意
識
を
も
っ
て

職
員
給
与
の
適
正
化
に
努
め
る
こ
と
。

７　

財
政
の
健
全
化

　

す
べ
て
の
職
員
・
市
民
が
、
本
市
の
財
政

指
標
は
他
団
体
と
比
較
し
て
低
位
に
あ
る
と

い
う
状
況
を
再
認
識
し
、
歳
入
の
確
保
、
歳

出
の
抑
制
に
努
め
、
安
定
的
・
持
続
的
な
財

政
健
全
化
の
取
り
組
み
を
実
践
す
る
こ
と
。

８　

公
有
財
産
の
最
適
管
理　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
（
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

　

将
来
を
見
据
え
た
中
長
期
的
か
つ
分
野
横

断
的
な
視
点
に
立
っ
た
、
公
有
財
産
の
最
適

管
理
を
行
う
こ
と
。

９　

生
活
交
通
施
策
の
見
直
し

　

市
が
実
施
、
ま
た
は
支
援
す
る
生
活
交

通
施
策
へ
の
負
担
は
、
平
成
20
年
度
の

　
答
申
の
要
旨

１　

行
政
評
価
の
推
進

　

市
が
実
施
し
て
い
る
事
務
事
業
に
つ
い
て

市
民
参
画
を
得
な
が
ら
、
受
益
者
・
納
税
者

な
ど
の
多
様
な
視
点
か
ら
評
価
す
る
こ
と
。

２　

行
政
組
織
の
再
編
整
備

　

本
庁
へ
の
機
能
集
約
は
管
理
部
門
を
基
本

と
し
、
地
域
（
支
所
管
内
）
の
サ
ー
ビ
ス
低

下
を
招
か
な
い
よ
う
特
段
の
配
慮
を
行
う
こ

と
。

３　

職
員
数
の
適
正
化

　

本
市
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
削
減
を
前

提
と
し
た
目
標
定
数
を
設
定
す
る
こ
と
と

し
、
本
審
議
会
で
は
、
平
成
33
年
４
月
の
目

標
定
数
を
定
員
回
帰
指
標
（
国
が
示
し
た
基

準
の
一
つ
）
に
基
づ
き
５
１
６
人
以
内
（
西

城
市
民
病
院
の
病
院
技
師
職
を
除
く
総
職
員

数
。
平
成
25
年
４
月
現
在
５
５
５
人
）
と
す

る
こ
と
が
適
当
と
判
断
す
る
。

２
億
２
５
１
２
万
円
か
ら
平
成
24
年
度
に
は

２
億
５
７
９
０
万
円
と
年
々
増
加
し
て
い

る
。
一
方
で
、
利
用
者
の
減
少
に
伴
う
減
便

な
ど
に
よ
り
、
市
民
の
生
活
交
通
の
確
保
は

ま
す
ま
す
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

早
急
に
抜
本
的
な
改
革
・
見
直
し
を
行
う
こ

と
。

10　

事
務
処
理
の
簡
素
化
・
効
率
化

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
、
市
民

の
利
便
性
の
向
上
と
経
費
節
減
を
検
討
す
る

こ
と
。

11　
「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
を　
　
　

　
　

基
底
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

市
民
意
識
の
向
上
と
市
職
員
の
意
識
改
革

に
取
り
組
む
こ
と
。
ま
た
、
当
該
条
例
に
規

定
さ
れ
た
各
項
目
の
実
践
に
、
全
市
を
挙
げ

て
取
り
組
む
こ
と
。

６
つ
の
事
業
に
つ
い
て
意
見
を
募
集

　　

事
業
評
価
と
し
て
、「
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
購
入
助
成
事
業
」
や
「
住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
事
業
」
な
ど
６
事
業

に
つ
い
て
、
制
度
や
事
業
内
容
に
つ
い
て
意

見
を
求
め
ま
し
た
。

　

主
な
評
価
意
見
と
し
て
は
、

●
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
助
成
事
業

「
現
行
で
の
継
続
が
適
当
」
46
・
１
％　
　

「
事
業
拡
大
が
適
当
」
23
・
１
％

「
見
直
し
が
適
当
」
15
・
４
％  

「
事
業
廃
止
が
適
当
」
15
・
４
％

・
子
ど
も
の
数
が
２
人
、
３
人
と
多
く
な
る

に
つ
れ
一
時
負
担
も
多
く
な
る
。

・
貸
出
事
業
者
に
補
助
し
、
貸
し
出
し
対
象

を
拡
大
し
て
は
ど
う
か
。
な
ど

●
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助

事
業

「
現
行
で
の
継
続
が
適
当
」
15
・
４
％ 

「
事
業
拡
大
が
適
当
」
15
・
４
％  

「
見
直
し
が
適
当
」
15
・
４
％

「
事
業
縮
小
が
適
当
」
７
・
７
％  

「
事
業
廃
止
が
適
当
」
46
・
１
％

・
原
発
の
危
険
性
を
考
え
る
と
き
、
一
時
で

も
早
く
脱
原
発
に
近
づ
け
る
た
め
に
も
必
要

・
環
境
面
は
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

し
た
く
て
も
で
き
な
い
人
も
い
る
。（
税
金

で
）
負
担
す
る
の
は
お
か
し
い
。
買
い
取
り

価
格
も
高
く
な
っ
て
お
り
、
廃
止
し
て
も
い

い
の
で
は
。
な
ど

※
詳
し
い
意
見
内
容
や
事
業
の
方
向
性
の
検

討
結
果
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

し
て
い
ま
す
。

　庄原市行政経営改革審議会（野原建一会長ほか委
員10 人）から２月10 日、庄原市長に対し、市の行政
経営改革について答申書が提出されました。
　市はこの答申を受け、本年度中に「第２期庄原市
行政経営改革大綱( 基本計画）」を策定します。

で

初めて意見を

募集しました

まちづくりプラ
ンナー・モニタ

ー
行政経営改革に向けた答申書

野原建一会長の

　平成 27 年度以降の合併特例措置の縮
減・終了により、国から支払われる普通交
付税が減少し、自治体経営は極めて厳しい
局面を迎えることになります。そのため第
２期の行政経営改革は、市長を先頭に行政
が危機意識と改革意識を持ち、行財政の在
り方を徹底的に検証するとともに、「庄原
市まちづくり基本条例」の趣旨に基づいて、
市民との情報共有、意識共有に努め、全市
をあげて行政経営改革を推進されることを
期待します。

①パソコンまたは携帯電話（スマートフォン含む）
で下記アドレスから登録区分を確認した後、必要
事項を入力し送信

②企画課または各支所企画調整室で申請書を入手
し、必要事項を記入して提出（郵送可）

プラモニに登録いただいた方に

は、庄原いちばんロゴマークピン

バッチを進呈( 現在の登録者を含

め先着150 人) します。

１. 申請

２. ＩＤ通知

３．パスワード通知

次の①または②の方法で申請してください。

トップページ

市政情報

市の政策

プラモニ

ＱＲコードを読み取って
もページに移行します。

市ホームページからも次
の順で行えます。

http://www.city.shobara.hiroshima.jp/
government/seisaku/post-272.html

申請書に記載された電子メールアドレスに
ＩＤを送信します。

申請書に記載された住所に郵送でパスワードを
通知し、登録が完了します。（約２週間で完了）

◆登録方法◆
～プラモニ登録までの３ステップ！～ 

◀木山市長に答申書を
手渡す野原会長（左）

  　広報しょうばら｜２０１４．３月号｜ 6 7｜２０１４．３月号｜広報しょうばら



６月請求分から

「上下水道料金」が変わります

※水道水以外の水（井戸水など）を使用している場合は、
世帯人数に応じて認定した水量などにより計算します。

飲
酒
運
転
の
根
絶
を
！

●
飲
酒
運
転
の
危
険
性

　

飲
酒
運
転
は
、
重
大
事

故
の
原
因
と
な
る
悪
質
・

危
険
な
犯
罪
で
す
。
飲
酒

を
伴
う
交
通
事
故
と
伴
わ

な
い
事
故
と
を
比
較
す
る

と
、
正
面
衝
突
は
約
６
倍
、

速
度
超
過
は
約
32
倍
と
な

り
、
死
亡
事
故
に
な
る
確

率
は
約
51
倍
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

●
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通

事
故

　

庄
原
市
で
昨
年
中
飲
酒

運
転
の
検
挙
が
15
件
あ

り
、12
月
に
は
飲
酒
運
転
に
よ
る
人
傷
事
故
、

１
月
に
は
飲
酒
運
転
に
よ
る
死
亡
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

●
重
い
飲
酒
運
転
の
刑
罰
・
行
政
罰

○
酒
酔
い
運
転
…
５
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
、
違
反
点
数
35
点

○
酒
気
帯
び
運
転
…
３
年
以
下
の
懲
役
ま
た

は
50
万
円
以
下
の
罰
金
、
呼
気
１
ℓ
中
ア
ル

コ
ー
ル
０
・
15
㎎
以
上
～
０
・
25
㎎
未
満
は

13
点
、
０
・
25
㎎
以
上
は
25
点

●
運
転
者
以
外
の
罰
則
・
行
政
罰

○
車
両
な
ど
の
提
供
…
酒
気
を
帯
び
て
車
両

な
ど
を
運
転
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
者
に
、
車

両
を
提
供
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

○
酒
類
の
提
供
…
酒
気
を
帯
び
て
車
両
な
ど

を
運
転
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
者
に
、
酒
類
を

提
供
し
、
ま
た
は
飲
酒
を
勧
め
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

○
車
両
の
同
乗
…
車
両
の
運
転
者
が
酒
気
を

帯
び
て
い
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
運
転
者

に
要
求
・
依
頼
し
て
、
車
両
に
同
乗
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

●
飲
酒
運
転
根
絶
へ
の
取
り
組
み

　

職
場
や
仲
間
で
飲
酒
す
る
際
は
ハ
ン
ド
ル

キ
ー
パ
ー
を
決
め
、
自
分
自
身
が
、
ま
た
同

僚
や
身
近
な
仲
間
か
ら
違
反
者
を
出
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
と
は
、
自
動
車
で
仲

間
と
飲
酒
す
る
場
所
に
行
く
際
に
、
お
酒
を

飲
ま
な
い
人
を
決
め
、
そ
の
人
は
酒
を
飲
ま

な
い
で
、
仲
間
を
安
全
に
自
宅
ま
で
送
り
届

け
る
人
の
こ
と
で
す
。
一
人
一
人
が
絶
対
に

飲
酒
運
転
を
「
し
な
い
」「
さ
せ
な
い
」「
許

さ
な
い
」
と
い
う
強
い
意
識
を
持
ち
、
飲
酒

運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

山
の
田
畑
の
楽
し
さ
ア
ッ
プ
（
そ
の
12
）

  

筍
の
季
節
で
す
ね
。今
回
も
前
回
に
続
い

て
竹
の
話
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。   　
　

　

今
月
の
豆
知
識

　
竹
は
獣
害
と
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
縁
が

あ
り
ま
す
。
今
月
の
マ
メ
知
識
は
「
上
手
に

切
れ
ば
イ
ノ
シ
シ
や
サ
ル
と
の
縁
も
切
れ
る

か
も
」
で
す
よ
。

～
竹
と
潅
木
の
セ
ッ
ト
が
危
な
い
～

　
「
家
や
菜
園
の
す
ぐ
近
く
ま
で
竹
林
が

迫
っ
て
い
る
」「
家
の
裏
が
竹
林
だ
」
と
い

う
方
多
い
と
思
い
ま
す
。
竹
林
の
中
は
、
竹

の
落
ち
葉
が
積
み
重
な
り
、
竹
の
枝
葉
が
日

光
を
遮
る
た
め
、
あ
ま
り
雑
草
や
潅
木
は
生

え
ま
せ
ん
ね
。
と
こ
ろ
が
、
日
光
の
当
た
る

縁
部
は
ツ
バ
キ
、
ヒ
サ
カ
キ
、
グ
ミ
、
カ
シ

な
ど
が
茂
り
ま
す
。
こ
の
常
緑
の
潅
木
と
竹

林
の
セ
ッ
ト
が
す
ご
く
危
な
い
ん
で
す
。
サ

ル
、
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
に
と
っ
て
格
好
の
潜

み
場
、
昼
寝
場
、
餌
場
、
子
育
て
場
で
あ
る

ば
か
り
か
、
隣
接
す
る
田
や
畑
へ
の
出
撃
基

地
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

～
下
枝
を
切
る
の
が
う
ま
い
や
り
方
～

   

セ
ッ
ト
の
潅
木
を
全
部
切
る
の
は
大
変
な

の
で
、地
面
か
ら
１
㍍
だ
け
枝
を
落
と
し
て
、

　４月１日から消費税率が８％に変更されることに伴
い、上下水道料金などに含まれる消費税額相当分も、４
月以降の使用分（６月検針・６月請求分）から税率８％

を適用した金額になります。
　なお、水道加入金と水道工事負担金は、４月１日請求
分から税率８％を適用します。

　西城市民病院事業に関する
　使用料と手数料も変わります
　

　西城市民病院では、特別室などの使用料や診断書
などの交付等手数料の一部が、４月１日から税率
８％適用となりますので、ご注意ください。

し
ゃ
が
め
ば
竹
林
の
奥
ま
で
見
え
る
よ
う
に

し
て
し
ま
い
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
だ
け
で
、
そ

の
竹
林
は
イ
ノ
シ
シ
が
筍
を
堀
り
に
来
る
こ

と
は
あ
っ
て
も
、
潜
み
場
や
出
撃
基
地
に
は

な
り
ま
せ
ん
。

～
つ
い
で
な
ら
守
っ
ち
ゃ
え
～

　

イ
ノ
シ
シ
に
や
ら
れ
っ
ぱ
な
し
だ
っ
た
筍

も
つ
い
で
に
守
っ
ち
ゃ
い
ま
し
ょ
う
。
混
み

す
ぎ
た
竹
林
内
を
、
大
き
め
の
傘
を
差
し
た

ま
ま
歩
け
る
程
度
に
間
伐
し
、
生
え
て
い
る

竹
を
支
柱
に
使
っ
て
、
そ
の
範
囲
を
ネ
ッ
ト

で
囲
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
は
だ
ら
り
と
垂
ら
す

の
で
は
な
く
、
裾
を
外
側
に
斜
め
に
広
げ
、

イ
ノ
シ
シ
が
自
分
で
ネ
ッ
ト
を
踏
み
な
が
ら

で
し
か
ネ
ッ
ト
を
押
せ
な
い
よ
う
に
張
る
の

が
コ
ツ
で
す
。

　

今
月
の
手
抜
き
作
業

　

楽
に
潅
木
の
下
枝
切
り
が
で
き
る
グ
ッ
ズ

を
紹
介
し
て
お
き
ま
す
ね
。

高
枝
鋏は

さ
みと
長
柄
鋸の

こ

　

急
な
斜
面
に
生
え
た
潅
木
の
下
枝
を
切
る

と
き
、
潅
木
の

根
元
に
も
ぐ
り

込
ま
な
く
て
済

む
の
が
高
枝
鋏

と
長
柄
鋸
。
こ

れ
さ
え
あ
れ

ば
、
と
げ
の
鋭

い
ユ
ズ
の
剪

定
も
楽
々
で
す

よ
。

（
近
畿
中
国
四
国
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー　

井
上
雅
央
）

私
に
も
で
き
る
獣
害
対
策　

林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
２
４

庄
原
警
察
署 
☎ 
０
８
２
４
‐
７
２
‐
０
１
１
０

●水道料金●
一般家庭で多く使用されている口径 13㎜のメーター
を使用し、１カ月で 20㎥の水道水を使用した場合

【平成 26 年５月請求分までの税率５％の場合】

▶基本料金（８㎥まで）　1,200 円
▶超過料金（８㎥を超え20㎥まで）　160 円 / ㎥当り

（1,200円＋160円×12㎥）＝ 3,120 円
3,120円×1.05 ＝ 3,276 円

メーター使用料（口径13㎜）　80円×1.05 ＝ 84 円

合計　3,360 円

【平成 26 年６月請求分以降の税率８％の場合】

▶基本料金（８㎥まで）　1,200 円
▶超過料金（８㎥を超え20㎥まで）　160 円 / ㎥当り
　（1,200円＋160円×12㎥）＝ 3,120 円

3,120円×1.08 ＝ 3,369 円
▶メーター使用料（口径13㎜）80円×1.08 ＝ 86 円
※ 1 円未満の端数金額は切り捨て

合計　3,455 円

●下水道料金●
水道水のみを使用する世帯で、１カ月に 20㎥を使用
した場合

【平成 26 年５月請求分までの税率５％の場合】

▶基本料金（８㎥まで）　1,200 円
▶超過料金（８㎥を超え20㎥まで）　170 円／㎥当り

（1,200円＋170円×12㎥）＝ 3,240 円
3,240円×1.05 ＝ 3,402 円

3,402 円

【平成 26 年６月請求分以降の税率８％の場合】
　
▶基本料金（８㎥まで）　1,200 円
▶超過料金（８㎥を超え20㎥まで）　170 円／㎥当り
　（1,200 円＋ 170 円× 12㎥）＝ 3,240 円

3,240円×1.08 ＝ 3,499 円
※１円未満の端数金額は切り捨て

3,499 円

　税率適用前と適用後の料金の例

広島県内の飲酒運転による交通事故発生状況（平成25年中）
平成25年 平成24年 増減数 増減率

発生件数 128 141 －13 －9.2％
負傷者数 157 176 －19 －10.8％
死者数 ８ 15 －７ －46.7％

　※詳しくは、それぞれの担当課へ問い合わせください。
　●問い合わせ
　　水道課業務係　　　☎０８２４ ‐７３ ‐１１９７
　　下水道課管理係　　☎０８２４ ‐７３ ‐１１７５
　　西城市民病院　　　☎０８２４ ‐８２ ‐２６１１

 

 

 

 

  

 

  

シリーズ

▲飲酒運転による交通事故（２人負傷）

  　広報しょうばら｜２０１４．３月号｜ 8 9｜２０１４．３月号｜広報しょうばら
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自治振興課

「
つ
な
が
る
」「
ひ
ろ
が
る
」　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
の
き
っ
か
け
の
場

し
ょ
う
ば
ら
愛
サ
ミ
ッ
ト

生涯学習課

自
然
体
験
や
交
流
の
場
の
役
目
を
終
え
る

高
原
の
家
七
塚
が
閉
所

情報政策課 生涯学習課

オ
ー
ル
庄
原
で
市
の
Ｐ
Ｒ
に
ご
協
力
を
！

〝
庄
原
い
ち
ば
ん
”
ピ
ン
バ
ッ
ジ
好
評
販
売
中
！

ス
キ
ー
が
う
ま
く
な
り
た
い
人
集
ま
れ
！

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
教
室自治振興課

地
域
の
実
情
を
知
り
、
地
域
の
活
動
を
考
え
る

地
域
づ
く
り
実
践
研
修
会

商工観光課

雇
用
増
と
地
域
活
性
化
に
期
待
膨
ら
む

庄
原
工
業
団
地
に
タ
ナ
カ
シ
ョ
ー
デ
ン
新
工
場
が
完
成

Topics   SHISEI  Topics市政トピックス

本
年
度
４
回
目
と
な
る
「
し
ょ
う
ば
ら
愛

サ
ミ
ッ
ト
」
を
２
月
11
日
、
庄
原
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
で
開
催
し
、
市
民
50
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

こ
れ
ま
で
に
「
庄
原
い
ち
ば
ん
」
を
テ
ー

マ
に
考
え
て
き
た
、
ま
ち
づ
く
り
企
画
を
発

表
し
た
後
、
こ
の
企
画
の
実
践
に
向
け
て
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
ま
し
た
。
企
業
の
協
力
も
あ
り
、
会
議

室
で
の
話
し
合
い
と
は
違
う
雰
囲
気
で
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
大
学
生
や
ま
ち
づ
く
り
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
方
、
興
味
の
あ
る
方
の
ほ

か
、
自
治
振
興
区
や
企
業
も
参
加
し
、
そ
れ

こ
の
３
月
末
を
も
っ
て
、「
高
原
の
家
七

塚
（
元
七
塚
原
青
年
の
家
）」
が
閉
所
さ
れ

ま
す
。（
施
設
の
一
般
使
用
は
２
月
末
で
終

了
し
ま
し
た
。）

同
施
設
は
、
健
全
な
青
少
年
を
育
成
す
る

た
め
の
教
育
宿
泊
施
設
「
広
島
県
立
七
塚
原

青
年
の
家
」
と
し
て
、昭
和
46
年
度
に
開
所
。

平
成
16
年
度
か
ら
は
同
施
設
を
市
が
借
り
受

け
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
七
塚
原
自
然
体
験
活
動
研

究
セ
ン
タ
ー
が
管
理
者
と
な
り
「
高
原
の
家

七
塚
」と
し
て
運
営
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
で
き
る
こ
と
な
ど
を
出
し

合
い
、
つ
な
が
り
を
広
げ
る
場
と
な
り
ま
し

た
。出

さ
れ
た
企
画
や
ア
イ
デ
ア
は
、
す
で
に

参
加
者
同
士
で
実
践
に
向
け
て
動
き
出
し
て

い
る
も
の
も
あ
り
、
今
後
、
ま
ち
づ
く
り
に

関
心
の
あ
る
人
が
つ
な
が
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が

活
動
の
幅
を
広
げ
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

来
年
度
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
画
で
進
め

て
い
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
青
少
年
な
ど
の
交
流
や
研
修
、

自
然
体
験
活
動
の
場
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
が
展
開
さ
れ
、
多
く
の
方
々
に
親
し
ま
れ

て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
度
そ
の
役
目
を
終
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

同
施
設
は
閉
所
さ
れ
ま
す
が
、
市
内
に
は

こ
の
ほ
か
に
も
宿
泊
施
設
や
体
育
館
な
ど
各

種
施
設
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
を
お
考

え
の
方
は
生
涯
学
習
課
（
☎
０
８
２
４
‐

７
３
‐
１
１
８
８
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。市

は
〝
庄
原
い
ち
ば
ん
〟ロ
ゴ
マ
ー
ク

を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
を
進
め
て
い
ま
す
。そ

の
取
り
組
み
と
し
て
ピ
ン
バ
ッ
ジ
を
作
製

し
限
定
５
０
０
個
、１
個
８
０
０
円
で
販

売
し
て
い
ま
す
。好
評
に
つ
き
残
り
は
約

１
０
０
個
と
な
っ
て
い
ま
す
。無
く
な
り

次
第
に
販
売
を
終
了
し
ま
す
の
で
、ご
希

望
の
方
は
お
早
め
に
購
入
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　

情
報
政
策
課
広
報
広
聴
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
５
９

ス
キ
ー
技
術
の
向
上
を
目
指
す
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
１
月
26
日
、ひ
ろ
し
ま
県
民
の

森
ス
キ
ー
場
で
開
催
し
、市
内
の
小
中
学
生
を
中

心
に
１
３
４
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、初
心
者
・
初
級
・
中
級
・
上
級
・
競

技
の
５
つ
の
班
に
そ
れ
ぞ
れ
レ
ベ
ル
ご
と
に
分
か

れ
、全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
公
認
指
導
者
な
ど
か
ら
、

ス
キ
ー
の
基
本
技
術
、競
技
技
術
を
学
び
ま
し
た
。

当
日
は
朝
か
ら
雪
が
降
り
し
き
る
悪
条
件
で
し

た
が
、講
師
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
技
術
習
得
を

目
指
し
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

市
と
自
治
振
興
区
連
合
協
議
会
は
２
月
４

日
・
５
日
、
地
域
課
題
の
解
決
と
地
域
活
動

を
充
実
・
見
直
す
た
め
の
研
修
会
を
庄
原
市

総
合
体
育
館
で
開
催
し
、
二
日
間
で
延
べ
67

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

全
国
各
地
の
地
域
づ
く
り
や
市
民
活
動
を

支
援
し
て
い
る
、講
師
の
川
北
秀
人
さ
ん（
人

と
組
織
と
地
球
の
た
め
の
国
際
研
究
所
代

表
）
が
、
近
い
将
来
自
分
た
ち
の
地
域
が
ど

う
な
る
か
を
庄
原
市
の
財
政
状
況
や
人
口
動

態
な
ど
を
示
し
な
が
ら
解
説
し
、
全
国
で
成

タ
ナ
カ
シ
ョ
ー
デ
ン
㈱
新
工
場
の
落
成
式

が
２
月
３
日
に
行
わ
れ
、
木
山
耕
三
市
長
ほ

か
関
係
者
約
１
０
０
人
が
出
席
し
、
新
工
場

の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

タ
ナ
カ
シ
ョ
ー
デ
ン
㈱
は
、
殿
垣
内
町
に

あ
っ
た
工
場
の
老
朽
化
や
製
品
の
受
注
拡
大

に
伴
い
、庄
原
工
業
団
地
へ
の
移
転
を
決
定
。

昨
年
７
月
か
ら
新
工
場
の
建
設
が
進
ん
で
い

ま
し
た
。

新
工
場
は
、
約
１
万
㎡
の
敷
地
に
板
金
・

塗
装
工
場
と
組
立
工
場
が
併
設
さ
れ
、
塗
装

功
し
た
地
域
づ
く
り
の
事
例
な
ど
を
紹
介
。

川
北
さ
ん
は
全
国
的
に
多
く
見
ら
れ
る
課

題
と
し
て
、「
人
口
の
増
加
と
経
済
が
発
展

し
て
き
た
時
代
に
始
ま
っ
た
活
動
が
（
そ
の

時
代
が
過
ぎ
て
も
）拡
大
拡
充
さ
れ
て
い
る
」

と
指
摘
し
、「
み
ん
な
負
担
が
増
え
て
疲
弊

し
て
い
る
。
今
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
人

口
や
経
済
状
況
な
ど
に
合
わ
せ
て
、
地
域
の

活
動
を
変
え
て
い
く
こ
と
だ
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
自
治
振
興
区
が
現
在
行
っ
て
い
る

会
議
や
行
事
・
事
業
を
各
振
興
区
で
策
定
し

て
い
る
地
域
振
興
計
画
と
照
ら
し
合
わ
せ
な

が
ら
、
今
後
の
あ
り
方
を
考
え
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
今
日
の
資
料
を
も
と
に

地
元
で
話
し
合
っ
て
み
よ
う
と
思
う
」「
参

考
に
な
る
事
例
が
あ
っ
た
の
で
検
討
し
て
み

た
い
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

工
程
を
全
自
動
化
し
た

装
置
な
ど
最
新
の
設
備

を
備
え
た
こ
と
で
、
よ

り
高
品
質
な
製
品
を
量

産
す
る
体
制
が
確
立
さ

れ
ま
し
た
。

す
で
に
７
人
が
新
規

に
雇
用
さ
れ
、
４
月
か

ら
は
新
卒
者
の
採
用
も

予
定
さ
れ
る
な
ど
、
雇

用
増
に
よ
る
地
域
活
性

化
が
さ
ら
に
期
待
さ
れ

ま
す
。

所在地　　庄原市是松町 20 番地 37
敷地面積　9,976㎡
工場面積　板金・塗装工場（鉄骨平屋建）1,584㎡
　　　　　組立工場（鉄骨一部二階建）3,823㎡（延床面積）
従業員数　53 人
製造品　　配電盤・分電盤・各種電子制御盤

■タナカショーデン㈱工場の概要

実践に向けてアイデアを出し合う ３月末で閉所する高原の家七塚

“庄原いちばん”ピンバッチ

吹雪に負けず取り組む参加者（初級）

熱く語る講師の川北さん 完成した新工場。手前が塗装工場、奥が組立工場
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ぐるっと庄原カメラレポート

Report １ 雪上で熱く燃えた２日間
広島県雪合戦大会・鍋＆漬物グランプリ

Report ３ 地域の宝を火災から守る
文化財防火デー　各地で防災訓練

市内のイベントやまちの話題をお届けします。

身近でホットな情報をお寄せください。

情報政策課広報広聴係

☎ 0824-73-1159 ／ Fax0824-72-3322　　

「第 17 回広島県雪合戦大会」が２月１日・２日、
高野スポーツ広場で開催され、県内外から 83 チーム
が参加しました。

今年は松江自動車道の開通により交通アクセスが良
くなったことに加え、大会前の高温続きによる路面状
況の良さと、大会中の天候にも恵まれ、選手や観客
など合わせて約 6,000 人を超える来場者で試合会場、
イベント会場ともに終日にぎわいました。

第１回大会から出場し、メンバー全員が今年還暦を
迎える「人生折り返しチーム」の突然の引退宣言に会
場が沸いた選手宣誓で幕を開けた大会は、白銀のコー
トで、雪球を投げる、かわす、相手チームのフラッグ
を奪い合う白熱した試合が続きました。

また、２月２日に同じ会場内で開催された「第４回
鍋＆漬物グランプリ」には今年も開始時刻前から長蛇
の列ができ、雪合戦大会に負けない盛り上がりを見せ
ました。

市内外から９団体が出店した鍋グランプリは、口和
町産・瀬戸もみじ豚、高野大根と白菜、大崎上島レモ
ンなどを材料にした「道の駅たかの」の「ほかほかす
べすべ☆レモン鍋」が、「お茶に合う漬物」をテーマ
に漬物名人自慢の漬物 24 品が出品された漬物グラン
プリは、昨年に続き出口富子さん（高野町）の「ハリ
ハリ大根のしょうゆ漬け」がグランプリを獲得しまし
た。

「第 60 回文化財防火デー（１月 26 日）」に伴う火災想定訓練
が１月 21 日～２月２日の間、市内各地で実施されました。
「文化財防火デー」は昭和 24 年に国宝「法隆寺金堂」の壁画

が焼損したことを機に定められたもので、この日を中心に文化財
を災害から守るため、全国的に文化財の防火運動が展開されてい
ます。

本年度は、国重要文化財「堀江家住宅」（高野町）ほか６カ所
で訓練が行われ、地域住民によるバケツリレーや消火器による初
期消火、地元消防団との連携による消火活動などが行われました。

参加者は「訓練をすることで防災意識が高まり、貴重な体験と
なった」と話していました。

Report ５ 元スキー場に子どもたちの歓声響く
口和でスノーフェスタ

宮内自治会などが主催する「スノーフェスタ in 口
和」が１月 26 日、金尾原元スキー場で開催され、市
内外から家族連れなど約 170 人が参加しました。

当日は、かまくら作りやそりすべりジャンプ大会、
雪中宝探しなど、雪を楽しむイベントが盛りだくさん。

ジャンプの距離を競うそりすべりジャンプ大会で
は、子どもたちが大ジャンプを狙って果敢に挑戦。な
かなかうまく飛べずに転倒しても、歓声を上げながら
繰り返しチャレンジしていました。

昼食には、イノシシ肉がたっぷり入ったうどんやお
でん、おやつタイムにはみんなでついた餅を使ったぜ
んざいが振る舞われました。

宮野克己実行委員長は「今年も市外から多くの参加
をいただい
た。毎年楽
しみにされ
ている家族
もいるので
今後も続け
て い き た
い」と話し
て い ま し
た。

Report ４ 地元野菜の良さを知り子育てを
西城保育所で子育て講演会

講師の野菜ソムリエ加藤寛子さんが「地場の野菜で
食べる意欲を育てよう」と題し、西城を代表する４食
材のイチゴ・トマト・ヒバゴンネギ・ヒバゴンの寒じ
めホウレン草を例に、旬や特徴、食べ合わせや調理法
を紹介。あわせて、西城と八鉾自治振興区が取り組ん
でいる野菜を活用した取り組みが紹介されました。

加藤さんは「野菜の旬や栄養素などの特徴を知るこ
とで、発育に必要な栄養をよりおいしく、より効果的
にとるために、“なんとなく食べる”のではなく、“分
かって食べる”ことが大切」と話していました。

また、西城産野菜のおいしさを実感してもらおうと、
料理研究グループ「サムデイシェフ」による寒じめホ
ウレン草を使ったシフォンケーキと、給食調理員によ
るポタージュスープの試食も行われました。

岡田美智子保育所長は「西城産野菜の良さを改めて
実感できた。子どものためにもぜひ家庭でも試してみ
てほしい」と話していました。

「子育て講演会」が１月 29 日、西城保育所で行われ、
約 60 人が参加しました。

今回は、西城産野菜の良さを知ってもらい、子育て
に生かしてほしいという思いから、若い世代の保護者
を対象に開催されました。

Report ２ 地域福祉の課題を地域みんなで考える
総領地域の支えあいづくりを考えるつどい

地域福祉の課題の共有と、その課題をどう解決して
いくかを考える「総領地域の支えあいづくりを考える
つどい」が１月 25 日、総領自治振興センターで開催
され、約 50 人が参加しました。

まず、山内自治振興区の地域マネージャー三上智道
さんが、現在取り組んでいる実践例を話し、地域福祉
の課題を解決するためには、「自治会や民生委員、老
人会などが互いに連携し情報を共有することが大切」
と語りました。

また、「総領町に思うこと」と題して県立広島大学
３年の角洸平さんと、総領中学校２年の池口大輝くん、
池田葵さん、横屋操さんの３人が意見を発表。

角さんは「総領町は四季を通じて自然と触れ合え、

世代交流があり笑顔があふれる町」と話す一方で、「過
疎化はこれからも進み、交通や就職、住居などの問題
への対策が必要」と話していました。

総領自治振区の山根京司区長は「今回の話を参考に、
これから取
り組んでい
くおたがい
さまネット
などの事業
を進めてい
きたい」と
話していま
した。▲みんなで餅つき

　▲宣誓する藤原祐博さん 　▲漬物グランプリの様子 　▲ホイッスルで試合開始！

▲試食したメニューの説明を受ける参加者

▲大雪の中での放水訓練（堀江家住宅）

▲角さん▲三上さん
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Camera　
report

カメラレポート

　
　

健

広
場
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lth
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lu
m

n

身近でホットな情報をお寄せください。情報政策課広報広聴係  ☎ 0824-73-1159 ／ Fax0824-72-3322

ぐるっと庄原カメラレポート

パシ
ャッ
！

Report ６ 世界に一つだけの卒業記念品
比和小学校６年生が篆

て ん こ く

刻づくりに挑戦

卒業の記念に思い出の品をつくろうと１月 27 日、比和小学校
６年生９人が篆刻づくりに挑戦しました。

篆刻とは印材に文字を彫り、自分の描いた絵などにサインの代
わりに押す印鑑のことです。この日は、ろう石に似た軟らかい石
に自分の名前から１～２文字を選び、彫り込みました。

作製した篆刻は、卒業式にも披露するとあってやる気も十分。
地元の書道講師・谷口直美さんの指導の元、試し押しをしては彫
り直す作業を繰り返し、縦横約２センチのオリジナル篆刻を完成
させました。

作業終了後、児童は「想像していたより難しかったけど楽しかっ
た」、「それぞれデザインの違う世界に一つだけの篆刻ができたの
で良かった」と、満足げに互いの篆刻を見比べていました。

Report ７ 高野の雪で交流を深める
高野小と木江小が交流会

高野小学校と大崎上島町の木江小学校による冬の交流会が
１月 30 日・31 日の２日間、高野小学校や大鬼谷オートキャ
ンプ場などで行われました。

今回は高野小学校の５・６年生 32 人と木江小学校の５・
６年生 15 人が参加。

初日は時折雨が降るなどあいにくの天気でしたが、２日間
にわたり、雪中大根掘りやスポーツ雪合戦、そりレースと冬
の高野ならではの雪遊びを通して交流を深めました。

また今回は、初めて農家民泊による受け入れを実施し、５
班に分かれた木江小の児童は、それぞれの家庭でのおもてな
しを受け一晩を過ごしました。

高野小学校の重光登校長は「“おもてなしの倍返し！”を
合言葉に、児童自らが取り組み交流を深めることができまし
た。夏の木江での交流も楽しみです」と話していました。

要
な
支
援
に
つ
な
げ
、
見
守
る
人
の
こ
と
で

す
。
定
義
を
聞
く
と
、「
専
門
的
な
知
識
・

技
術
・
経
験
を
求
め
ら
れ
る
の
で
は
？
」「
難

し
そ
う
だ
か
ら
パ
ス
」「
私
に
は
関
係
な
い
」

と
い
っ
た
声
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
。「
悩

ん
で
い
る

う
つ
病
」
と
い
う
特
別
な
イ
メ

ー
ジ
が
あ
る
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

一
方
で
、「
自
殺
」の
原
因
は
、「
健
康
問
題
」

「
経
済
・
生
活
問
題
」「
家
庭
問
題
」
な
ど
が

あ
り
、
そ
の
こ
と
は
〝
誰
に
で
も
起
こ
り
う

る
問
題
〟で
す
。
こ
う
い
っ
た
背
景
か
ら
も
、

自
殺
対
策
は
、
専
門
家
の
「
誰
か
」
だ
け
で

は
な
く
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

庄
原
市
の
自
殺
の
現
状　

　　

本
市
で
自
殺
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
て
い
る

方
は
、
年
平
均
で
約
12
人
で
す
（
Ｈ
21
～
Ｈ

24
）。
自
殺
死
亡
率
は
10
万
人
当
た
り
29
・

５
人
で
、
日
本
の
21
・
８
人
（
Ｈ
24
年
）
と

比
較
し
て
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

原
因
・
動
機
別
で
見
る
と
、
最
も
多
い
の

は
健
康
問
題
で
す
。
次
に
経
済
・
生
活
問
題
、

そ
の
次
に
家
庭
問
題
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
自
殺
で
亡
く
な
っ
た
方
は
、
複

数
（
平
均
３
・
９
個
）
の
問
題
を
抱
え
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

図
１
に
あ
る
よ
う
に
、
地
域
に
よ
っ
て
自

殺
で
亡
く
な
る
原
因
・
動
機
は
異
な
り
ま
す
。

社
会
的
な
問
題
と
認
識
し
て
対
策
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
っ
て
何
？

　

皆
さ
ん
は
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
い
う
言
葉

を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
悩
ん
で
い
る
人

に
気
づ
き
、
声
を
掛
け
、
話
を
聴
い
て
、
必

皆
さ
ん
は
既
に
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
で
す

　

自
殺
を
防
ぐ
方
法
の
一
つ
に
、
自
殺
に
向

か
お
う
と
し
て
い
る
方
々
に
気
づ
き
、
手
を

さ
し
の
べ
、
必
要
な
情
報
を
提
供
し
、
適
切

な
専
門
機
関
へ
つ
な
い
で
い
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
役
割
を
果
た
せ
る
の
は
、
地
域

の
あ
ら
ゆ
る
住
民
や
関
係
者
で
あ
り
、
専
門

家
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
家
族
や
友
人
、
ご
近

所
、
自
治
会
、
学
校
、
職
場
な
ど
、
他
者
と

か
か
わ
っ
て
い
る
皆
さ
ん
は
、
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
の
役
割
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
立
場
に

あ
り
ま
す
。『
み
ん
な
が
み
ん
な
の
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
』
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す
！

　

庄
原
市
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
に
合
わ
せ

て
、
こ
こ
ろ
の
健
康
講
座
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き　

３
月
14
日
㈮
13
時
30
分
～
15
時

と
こ
ろ　

庄
原
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

演
題　

不
眠
の
悩
み
、
さ
よ
う
な
ら
！

ぐ
っ
す
り
眠
れ
る
３
つ
の
習
慣

講
師　

田
中　

秀
樹
さ
ん

（
広
島
国
際
大
学　

臨
床
心
理
学
科
教
授
）

※
事
前
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
保
健
医
療
課
健
康
推
進
係　

☎
０
８
２
４

‐
７
３
‐
１
２
５
５
）

保
健
医
療
課　

保
健
師

末  

廣  

康  

二

みんなが
みんなの

ゲート
キーパー

All are the 
gatekeepers of all

資料：内閣府自殺の統計 警察庁自殺統計原票に基づく自殺者数より

●相談窓口
相談窓口 電話 内容など

保健医療課健康推進係
各支所市民生活室 ☎0824-73-1255 保健師による相談

広島県北部保健所保健課 ☎0824-63-5181 精神科医師および保健師による相談

広島県総合精神保健福祉
センター ☎082-884-1051 精神保健専門相談

いのちの電話 ☎0120-738-556 毎月 10 日８時から翌日８時まで

広島いのちの電話 ☎082-221-4343 年中無休。24時間受付

こころの電話 ☎082-892-9090 月・水・金。9時～12時、13 時～ 16 時 30 分

Report ８ 三楽荘で奉納神楽を楽しむ
東城まちなみ保存振興会が立春神楽を開催

　地域の安泰と発展、無病息災、
五穀豊穣を願う神楽の奉納が２
月 16 日、庄原市三楽荘で行わ
れ、地域内外から神楽ファンな
ど約 100 人が訪れました。
　立春神楽と銘打ち開かれたこ
の催しは、比婆荒神神楽社が国
重要無形民俗文化財「比婆荒神
神楽」を披露。来場者は華麗な
舞、太鼓、神楽独特の言葉の掛
け合いなど、目の前で演じられ
る伝統神楽をかぶりつくように
鑑賞していました。　

▲そりレースを楽しむ児童たち

▲篆刻づくりに励む児童

図１．原因・動機別自殺者の割合（H21～24年：総数）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

庄原市

三次市

広島県

健康問題 経済・生活問題 家庭問題 勤務問題 男女問題
学校問題 その他 不詳

◀▲オロチを退治する須佐之男命（スサノオノミコト）に客席沸く
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お 知 ら せnformation

催
　
　
し

生
活
相
談

●概要
所在地　庄原市総領町稲草
募集区画数　５区画
面積　308.41㎡～563.50㎡
価格　１㎡当り平均 5,540 円
※簡易水道・公共下水道完備

問い合わせ
総領支所産業建設室
☎ 0824-88-3065

現地

ふるさと
センター田総 GS

郵便局 中学校

小学校

総領自治
振興センター

田総の里
スポーツ公園

至三良坂

至庄原

至上下

粟
石
ト
ン
ネ
ル

リ
ス
ト
ア

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

総
領
支
所

J
A

予
約
・
問
い
合
わ
せ

法
テ
ラ
ス
広
島

☎
０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５
４
８
５

時
悠
館
春
休
み
特
別
展

●
第
24
回
中
国
山
地
豊
か
な
自
然

写
真
展

　

里
山
の
自
然
と
民
俗
行
事
を
写

し
た
作
品
展
で
す
。
比
和
自
然
科

学
博
物
館
主
催
の
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
入
賞
作
33
点
を
展
示
し
ま
す
。

と
き

３
月
13
日
㈭
～
４
月
６
日
㈰

９
時
～
17
時

と
こ
ろ　

時
悠
館

入
館
料　

高
校
生
以
上
４
０
０
円

問
い
合
わ
せ　

時
悠
館

☎
０
８
４
７
７
‐
６
‐
０
１
６
１

時
悠
館
文
化
講
演
会

●
文
学
と
映
画
で
た
ど
る
芸
備
線

沿
線
物
語

　

若
山
牧
水
（
俳
句
・
二
本
松

峠
）、
阿
川
弘
之
（
小
説
・
道
後

山
）、
倉
田
百
三
（
回
想
記
・
戸

郷
川
）、
野
口
雨
情
（
民
謡
・
丑

寅
神
社
）、武
田
一
義（
大
映
映
画
・

帝
釈
峡
）。
芸
備
線
沿
線
ゆ
か
り

の
文
化
人
と
、
そ
の
作
品
に
描
か

れ
た
郷
土
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、
当

時
の
時
代
背
景
を
交
え
な
が
ら
解

説
し
ま
す
。

と
き　

３
月
22
日
㈯

14
時
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

時
悠
館

講
師　

武
田　

祐
三
さ
ん

（
元
庄
原
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長
）

問
い
合
わ
せ　

時
悠
館

☎
０
８
４
７
７
‐
６
‐
０
１
６
１

２
０
１
４
関
西
・
中
国
・
四
国　

Ｂ
―
１
グ
ラ
ン
プ
リ
in
府
中

　

ご
当
地
グ
ル
メ
の
祭
典
「
Ｂ
―

１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
の
支
部
大
会

が
、
隣
市
の
府
中
市
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

本
市
か
ら
は
『
庄
原
焼
き
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
こ
め
ぽ
ん
ズ
』
が
出
展

し
、
庄
原
市
の
Ｐ
Ｒ
に
奮
闘
し
ま

す
。
ぜ
ひ
会
場
で
応
援
し
て
く
だ

さ
い
。

と
き　

３
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰

10
時
～
16
時

と
こ
ろ　

府
中
市
中
心
市
街
地

（
府
中
学
園
・
お
祭
り
広
場
・
府

中
お
祭
り
通
り
一
帯
）

※
会
場
へ
の
入
場
は
無
料
で
す

が
、
各
出
展
団
体
が
提
供
す
る
料

理
の
購
入
に
は
イ
ベ
ン
ト
チ
ケ
ッ

ト
が
必
要
で
す
。
チ
ケ
ッ
ト
は
当

日
会
場
で
購
入
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

２
０
１
４
関
西
・
中
国
・
四
国
Ｂ

―
１
グ
ラ
ン
プ
リ
in
府
中
実
行
委

員
会
（
府
中
市
役
所
内
）

☎
０
８
４
７
‐
４
６
‐
２
０
０
１

身
体
障
害
者
補
装
具
判
定
会

[

聴
覚]
３
月
20
日
㈭

受
付　

13
時
～
14
時

と
こ
ろ　

広
島
県
三
次
庁
舎
第
３
庁
舎
２
階

三
次
市
十
日
市
東
４
‐
６
‐
１

※
１
週
間
前
ま
で
に
社
会
福
祉
課

障
害
者
福
祉
係
へ
予
約
を
。

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
２
１
０

定
期
巡
回
児
童
相
談

　

広
島
県
北
部
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き　

３
月
20
日
㈭
・
４
月
17
日
㈭

10
時
～
15
時

と
こ
ろ　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
１
週
間
前
ま
で
に
女
性
児
童
課

女
性
子
ど
も
支
援
係
へ
予
約
を
。

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
０
０
５
１

●
東
城
地
域

と
き　

３
月
14
日
㈮
・
４
月
25
日
㈮

10
時
～
15
時

と
こ
ろ　

東
城
支
所

※
１
週
間
前
ま
で
に
東
城
支
所
市

民
生
活
室
へ
予
約
を
。

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
５
１
３
１

健
康
相
談

　

広
島
県
北
部
保
健
所
（
三
次
市

十
日
市
東
）
で
実
施
す
る
健
康
相

談
で
す
。
事
前
に
電
話
で
ご
予
約

く
だ
さ
い
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

○
心
の
健
康
相
談

　

ス
ト
レ
ス
、
う
つ
病
な
ど
の
心

の
健
康
に
不
安
の
あ
る
方
や
そ
の

家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き　

３
月
18
日
㈫
13
時
～
14
時

○
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談

　

検
査
は
無
料
・
匿
名
で
受
け
ら

れ
ま
す
。
結
果
は
そ
の
日
に
お
知

ら
せ
で
き
ま
す
。
相
談
は
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

と
き　

３
月
12
日
㈬

13
時
～
14
時
30
分

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

広
島
県
北
部
保
健
所
保
健
課

☎
０
８
２
４
‐
６
３
‐
５
１
８
１

　

人
権
相
談

　

各
地
域
で
人
権
擁
護
委
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き　

３
月
18
日
㈫
・
４
月
８
日
㈫

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
口
和
地
域

と
き　

３
月
27
日
㈭

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

口
和
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
高
野
地
域

と
き　

４
月
８
日
㈫
13
時
～
15
時

と
こ
ろ　

高
野
支
所

●
総
領
地
域

と
き　

３
月
12
日
㈬
・
４
月
９
日
㈬

９
時
～
11
時

と
こ
ろ　

総
領
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

三
次
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
２
４
‐
６
２
‐
２
５
７
２

行
政
相
談

　

行
政
相
談
委
員
が
国
の
行
政
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
予
約
は
要
り
ま
せ
ん
。

●
庄
原
地
域

と
き　

３
月
20
日
㈭
13
時
～
16
時

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

市
民
生
活
課
生
活
安
全
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
５
４

●
東
城
地
域　

と
き　

３
月
20
日
㈭

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

東
城
支
所

問
い
合
わ
せ

東
城
支
所
市
民
生
活
室

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
５
１
２
１

●
総
領
地
域　

と
き　

３
月
12
日
㈬
９
時
～
11
時

と
こ
ろ　

総
領
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

総
領
支
所
市
民
生
活
室

☎
０
８
２
４
‐
８
８
‐
３
０
６
３

無
料
法
律
相
談

　

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
（
法

テ
ラ
ス
）
で
は
、
民
事
法
律
扶
助

制
度
を
利
用
し
た
、
弁
護
士
に
よ

る
無
料
法
律
相
談
会
を
実
施
し
ま

す
。
相
談
に
は
予
約
が
必
要
で
、

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

と
き　

４
月
12
日
㈯
13
時
～
16
時

と
こ
ろ　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

定
員　

６
人

（
先
着
順
・
完
全
予
約
制
）

相
談
時
間　

一
人
30
分

予
約
開
始
日　

３
月
31
日
㈪

※
平
日
９
時
～
17
時
受
け
付
け

※
収
入
な
ど
が
一
定
額
以
下
の
方

が
対
象
で
す
。
相
談
内
容
は
、
民

事
・
家
事
で
、
刑
事
事
件
に
関
す

る
も
の
は
対
象
外
で
す
。

　

詳
し
く
は
法
テ
ラ
ス
広
島
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

中山間地域振興
シンポジウム
　広島県では、中山間地域の多面的かつ公益的機能の価値を再認識し、県の
さまざまな中山間地域施策の取り組みを知ってもらい、認知度と地域づくり
の取り組みへの参画意識の向上などを図るため、シンポジウムを開催します。
　熊本大学の徳野貞雄教授による講演のほか、中山間地域施策を活用した取
り組み関係者からの事例発表やパネルディスカッションを行います。多くの
皆さんの参加をお待ちしています。
※庄原市からは、過疎地域の未来創造支援事業の取り組みとして、高野地域
づくり未来塾の瀬尾二六塾長と高野支所産業建設室の赤水就映係長による事
例発表があります。

　と　　き　３月16日（日）13時～16時
　と こ ろ　ＪＡ三次会館別館
　基調講演　「今、農山村に吹く風」
　　　　　　熊本大学教授　徳野貞雄さん
　パネリスト
　　　　瀬尾二六さん（高野地域づくり未来塾塾長）、庄原市役所職員
　　　　近藤紘史さん（芸北せどやま再生会議代表）、北広島町役場職員
　　　　藤原仁士さん（甲奴町振興協議会連合会会長）、三次市役所職員
　コメンテーター　湯﨑英彦　広島県知事

　　問い合わせ　広島県地域政策局過疎地域振興課　☎０８２‐ ５１３‐ ２６３２
　　　　　　　　企画課政策推進係　☎０８２４‐ ７３‐ １１１２

　　市は、総領地区に「五萬の里
団地」を造成し、宅地の分譲を
行っています。
　これまでに２区画が売れ、住
宅が建設されています。
　購入を希望する方はお気軽に
お問い合わせください。

宅地を分譲しています

配偶者や恋人からの暴力・暴言などで悩んでいませんか？

あなたの不安な気持ちをお話ください。
《家族や友人が心配という方もご相談できます。》

庄原市役所女性児童課女性子ども支援係
☎ 0824-73-1243　[月～金９時～ 17 時（年末年始・祝日除く ]

広島県西部
こども家庭センター

☎ 082-254-0391 月～金 10 時～ 17 時
休日夜間電話相談
☎ 082-254-0399

月～金 17 時～ 20 時
土日祝 10 時～ 17 時

広島県北部
こども家庭センター

☎ 0824-63-5181( 代 )
内線 2313 月～金 10 時～ 17 時

  　広報しょうばら｜２０１４．３月号｜ 1617｜２０１４．３月号｜広報しょうばら



お 知 ら せnformation

そ  

の  

他

お
よ
び
ブ
ル
ー
ギ
ル
を
採
捕
し
た

者
は
、
そ
の
区
域
に
こ
れ
を
再
び

放
し
て
は
な
ら
な
い
。

対
象
区
域　

広
島
県
内
の
江
の
川

水
系
の
公
共
用
水
面

指
示
の
期
間

平
成
26
年
12
月
31
日
ま
で

問
い
合
わ
せ

　

広
島
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員

会
事
務
局
（
広
島
県
農
林
水
産
局

水
産
課
内
）

☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
５
１
７
２

農
業
振
興
課
畜
産
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
２
２
７

国
民
年
金
後
納
制
度
で　
　
　

将
来
の
年
金
が
増
や
せ
ま
す

　

後
納
制
度
と
は
、
過
去
10
年
間

に
納
め
忘
れ
た
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
で
、
将
来
の
年
金
額
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。
ま

た
、
年
金
を
受
給
で
き
な
か
っ
た

方
も
、
後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ

と
で
、
年
金
が
受
け
取
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

既
に
後
納
制
度
を
申
し
込
ん
だ

方
で
、
平
成
16
年
４
月
以
降
分
の

後
納
保
険
料
の
納
付
が
お
済
み
で

な
い
方
は
、
納
付
書
に
記
載
さ
れ

た
使
用
期
限
（
平
成
26
年
３
月
31

日
）
ま
で
に
納
付
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　
　

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

オ
オ
ク
チ
バ
ス
・
コ
ク
チ
バ
ス
・

ブ
ル
ー
ギ
ル
は
再
放
流
し
な
い

で
く
だ
さ
い

　

広
島
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員

会
は
水
産
動
植
物
の
保
護
を
図
る

た
め
、
広
島
県
内
の
江
の
川
水
系

の
公
共
用
水
面
を
対
象
に
、
オ
オ

ク
チ
バ
ス
、
コ
ク
チ
バ
ス
お
よ
び

ブ
ル
ー
ギ
ル
の
リ
リ
ー
ス
（
再
び

放
す
こ
と
）
を
禁
止
す
る
指
示
を

出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
漁
業

法
に
定
め
ら
れ
た
規
定
に
よ
る
指

示
に
な
り
ま
す
。
遊
漁
者
の
皆
さ

ん
、
採
捕
し
た
魚
の
リ
リ
ー
ス
に

は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

指
示
内
容　

次
に
示
す
対
象
区
域

で
オ
オ
ク
チ
バ
ス
、
コ
ク
チ
バ
ス

ア
ラ
イ
グ
マ
・
ヌ
ー
ト
リ
ア
防

除
従
事
者
証
の
更
新
手
続
き
を

　

現
在
発
行
さ
れ
て
い
る
ア
ラ
イ

グ
マ
・
ヌ
ー
ト
リ
ア
の
防
除
従
事

者
証
は
、
３
月
31
日
㈪
で
有
効
期

限
が
切
れ
ま
す
。
防
除
従
事
者
と

し
て
引
き
続
き
活
動
す
る
に
は
、

更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

更
新
手
続
き
に
は
、
現
在
お
持

ち
の
防
除
従
事
者
証
と
印
鑑
を
お

持
ち
の
う
え
、
林
業
振
興
課
ま
た

は
最
寄
り
の
支
所
産
業
振
興
室
・

産
業
建
設
室
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　

林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
２
４

☎
０
５
７
０
‐
０
１
１
‐
０
５
０

☎
０
３
‐
６
７
３
１
‐
２
０
１
５

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
発
達
障

害
啓
発
週
間

　

４
月
２
日
は
国
連
が
定
め
る

「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」
で
す
。

毎
年
世
界
各
地
で
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
す
。
東
京
タ

ワ
ー
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
ご
覧
に

な
っ
た
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ブ

ル
ー
は
癒
や
し
や
希
望
な
ど
を
表

す
色
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
世
界
自
閉
症
啓
発

デ
ー
の
制
定
を
機
に
、
日
本
で
は

４
月
２
日
か
ら
８
日
を
「
発
達
障

害
啓
発
週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

発
達
障
害
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
対
人
関
係
・
社
会
性
な

ど
に
問
題
の
あ
る
『
広
汎
性
発
達

障
害
（
自
閉
症
な
ど
）』、
全
体
的

な
知
的
発
達
に
比
べ
て
「
読
む
」、

「
書
く
」、「
計
算
す
る
」
な
ど
が

極
端
に
苦
手
な
『
学
習
障
害
』、

多
動
・
多
弁
、
衝
動
的
行
動
な
ど

が
特
徴
の
『
注
意
欠
陥
多
動
性
障

害
』
な
ど
、
脳
機
能
の
発
達
に
関

係
す
る
障
害
で
す
。
そ
の
症
状
は

通
常
低
年
齢
で
現
れ
、
知
的
な
遅

れ
を
伴
う
場
合
と
伴
わ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
障
害
特
性
の
反
面
、

あ
る
一
面
で
は
優
れ
た
能
力
が
発

揮
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
の
も

特
徴
で
、
周
り
か
ら
見
て
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
な
様
子
が
理
解
さ
れ
に
く

い
障
害
で
す
。

　

発
達
障
害
の
人
た
ち
が
個
々
の

能
力
を
伸
ば
し
、
社
会
の
中
で
自

立
し
て
い
く
た
め
に
は
、
早
期
発

見
、
適
切
な
支
援
、
そ
し
て
、
発

達
障
害
に
対
す
る
私
た
ち
一
人
一

人
の
理
解
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
２
１
０

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

広
島
県
北
説
明
会

　

集
団
予
防
接
種
に
よ
る
Ｂ
型
肝

炎
救
済
手
続
き
に
つ
い
て
、
Ｂ
型

肝
炎
訴
訟
広
島
弁
護
団
に
よ
る
説

明
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

Ｂ
型
肝
炎
患
者
の
方
、
ご
家
族

が
Ｂ
型
肝
炎
で
亡
く
な
ら
れ
た

方
、
救
済
手
続
き
へ
の
参
加
を
検

討
し
て
い
る
方
な
ど
、
弁
護
団
の

弁
護
士
が
直
接
対
応
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

と
き　

４
月
19
日
㈯

13
時
～
15
時

と
こ
ろ　

三
次
市
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟　

広
島
（
中
四
国
）
弁
護
団
事
務
局

☎
０
８
２
‐
２
２
３
‐
６
５
８
９

平
成
26
年
度
福
祉
タ
ク
シ
ー　

券
の
交
付
が
始
ま
り
ま
す

　

市
は
、
障
害
の
あ
る
方
の
社
会

参
加
を
促
進
す
る
た
め
、
タ
ク

シ
ー
料
金
を
助
成
す
る
「
福
祉
タ

ク
シ
ー
券
」を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

交
付
を
希
望
す
る
方
は
、
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
時
期

　

申
請
の
受
け
付
け
は
、
新
年
度

の
予
算
議
決
後
（
３
月
24
日
の
予

定
）
と
な
り
ま
す
。（
使
用
で
き

る
の
は
４
月
１
日
か
ら
で
す
）

対
象
者

　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
①

～
③
の
い
ず
れ
か
の
手
帳
を
お
持

ち
の
方
。

①
身
体
障
害
者
手
帳　

１
級
、
２

級
、
３
級
、
４
級

②
療
育
手
帳　

Ⓐ
、
Ａ
、
Ⓑ

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳　

１
級
、
２
級

助
成
内
容

　

１
枚
３
０
０
円
分
の
福
祉
タ
ク

シ
ー
券
を
72
枚
交
付
し
ま
す
。（
５

月
以
降
に
新
た
に
手
帳
を
取
得
ま

た
は
転
入
し
た
方
は
、
そ
の
月
に

応
じ
て
交
付
枚
数
が
少
な
く
な
り

ま
す
）

手
続
き
に
必
要
な
も
の　

●
障
害
者
手
帳

●
申
請
に
来
ら
れ
る
方
の
印
鑑

血
液
透
析
タ
ク
シ
ー
券
に
つ
い
て

　

血
液
透
析
を
受
け
て
い
る
方
に

は
、
血
液
透
析
タ
ク
シ
ー
券
の
交

付
、
ま
た
は
交
通
費
の
助
成
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

●
障
害
者
手
帳

●
申
請
に
来
ら
れ
る
方
の
印
鑑

●
医
療
機
関
の
証
明
（
タ
ク
シ
ー

券
を
選
択
さ
れ
る
新
規
の
方
）

手
続
き
・
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
２
１
０

各
支
所
市
民
生
活
室

在
宅
高
齢
者
紙
お
む
つ
購
入
助

成
券
を
交
付
し
ま
す

　

市
は
、
紙
お
む
つ
を
必
要
と
す

る
重
度
の
要
介
護
者
を
在
宅
で
介

護
し
て
い
る
同
居
家
族
な
ど
に
対

し
て
、
そ
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
る
た
め
、
紙
お
む
つ
購
入
助

成
券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

交
付
対
象
者

　

市
内
に
住
所
が
あ
り
市
民
税
非

課
税
世
帯
に
属
す
る
人
で
、
次
の

要
件
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
高
齢

者
を
同
居
で
在
宅
介
護
し
て
い
る

人在
宅
高
齢
者
の
要
件

①
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
現
に
居

住
し
て
い
る
人

②
紙
お
む
つ
を
必
要
と
す
る
状
態

に
あ
る
人

③
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
が

３
・
４
・
５
と
判
定
さ
れ
て
い
る
人

④
市
民
税
非
課
税
の
人

交
付
枚
数
（
１
枚
３
千
円
分
）

　

申
請
月
で
交
付
枚
数
が
異
な
り

ま
す
。

①
４
月
か
ら
６
月
ま
で
25
枚

②
７
月
か
ら
９
月
ま
で
20
枚

③
10
月
か
ら
12
月
ま
で
15
枚

④
１
月
か
ら
３
月
ま
で
10
枚

購
入
で
き
る
品
目

　

紙
お
む
つ
、
紙
パ
ン
ツ
、
尿
取

り
パ
ッ
ド
、
お
む
つ
カ
バ
ー
、
清

拭
剤
、
携
帯
ト
イ
レ
用
消
臭
剤
、

防
水
シ
ー
ツ
、
介
護
用
手
袋

使
用
上
の
注
意

　

助
成
券
が
使
用
で
き
る
協
力
店

で
の
み
購
入
で
き
ま
す
。
病
院
や

施
設
に
入
院
・
入
所
し
て
い
る
期

間
な
ど
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

必
要
書
類
な
ど

○
申
請
書
（
居
宅
介
護
支
援
事
業

者
な
ど
の
確
認
印
が
必
要
）

○
印
鑑

※
申
請
書
は
高
齢
者
福
祉
課
介
護

保
険
係
・
各
支
所
市
民
生
活
室
・

市
内
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に
あ

り
ま
す
。

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
６
７

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室

平成26年度自衛官募集　～平和を仕事にする～
募集種目 応募資格 受付期間 試験期日

予備自衛官補
※１

一般 18 歳以上 34 歳未満の者
４月２日㈬まで

４月 11 日～ 15 日

技能
※２

18 歳以上で国家免許資格などを有する者
（資格により 53 歳未満～ 55 歳未満の者）

４月 11 日～ 15 日
（いずれか１日が指定されます）

	 ※１　一般社会人や学生などを採用し教育訓練後、予備自衛官として任用する制度。
	 ※２　衛生、語学、整備、情報処理、通信、電気、建設、放射線管理、法務の技術をいいます。

　●問い合わせ●　自衛隊広島地方協力本部三次地域事務所　☎０８２４－６２－０３５０

お酒を飲む時には
「ハンドルキーパー」

の“確保”を！！

　年度末になり、飲酒
する機会も増えてくる
と思います。今年に入
り、庄原市内でも飲酒
運転による死亡事故が
発生しています。これ
以上、痛ましい、悲し
い事故を起こさないた
めにも、地域・職場・
家庭全体で飲酒運転の

撲滅に取り組みましょう。
　お酒を飲む時には、ハンドルキーパー（お酒
を飲まず仲間を送り届ける運転役）を確保する
など、飲酒運転をしないよう努めてください。

　市民生活課生活安全係
　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １１５４

  　広報しょうばら｜２０１４．３月号｜ 1819｜２０１４．３月号｜広報しょうばら



お 知 ら せnformation

備北公園管理センター
☎ 0824-72-7211（http://www.bihoku-park.go.jp/）

備北
丘陵公園
だより

３
月
15
日
か
ら「
ス
イ
セ
ン

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
２
０
１
４
」を

開
催
し
ま
す
。

西
日
本
一
!!
５
０
０
品
種
、
75
万

本
の
ス
イ
セ
ン
が
咲
き
広
が
り
ま

す
！

　

み
の
り
の
里
「
ス
イ
セ
ン
ガ
ー

デ
ン
」
で
は
３
月
下
旬
か
ら
４
月

上
旬
に
か
け
て
、
白
や
黄
色
の
色

鮮
や
か
な
ス
イ
セ
ン
が
丘
一
面
に

咲
き
広
が
り
ま
す
。

　

今
年
は
新
た
に
１
０
０
品
種

15
万
本
増
え
て
、
５
０
０
品
種

75
万
本
に
な
り
ま
し
た
。
品
種
数

５
０
０
品
種
は
西
日
本
一（
※
）で

す
。
ス
イ
セ
ン
が
次
々
に
咲
き
続

け
る
景
色
は
見
応
え
が
あ
り
ま

す
。
週
末
を
中
心
に
観
察
会
や
ス

イ
セ
ン
切
り
花
体
験
な
ど
イ
ベ
ン

ト
も
開
催
し
ま
す
。

※
備
北
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
調
べ

【
ス
イ
セ
ン
の
特
徴
】

　

ス
イ
セ
ン
は
世
界
中
で
古
代
か

ら
愛
好
さ
れ
て
お
り
、
品
種
改
良

も
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
花
の
形
、
色
の
違
い
な
ど
に

よ
っ
て
約
２
万
６
千
種
類
以
上
の

品
種
が
、
英
国
王
立
園
芸
協
会
に

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

公
園
の
ス
イ
セ
ン
は
、
冬
に
咲

く
ニ
ホ
ン
ス
イ
セ
ン
と
は
異
な
り

３
月
に
入
っ
て
か
ら
花
を
咲
か
せ

る
品
種
で
す
。

　

園
芸
品
種
と
も
呼
ば
れ
る
こ
れ

ら
の
ス
イ
セ
ン
は
、
黄
色
、
白
、

オ
レ
ン
ジ
、
ピ
ン
ク
な
ど
カ
ラ
フ

ル
な
色
と
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
花
弁

が
特
徴
で
す
。

【
ス
イ
セ
ン
の
見
ご
ろ
】

　

公
園
の
ス
イ
セ
ン
は
、
花
を
咲

か
せ
る
時
期
に
よ
っ
て
、「
早
咲

き
」「
中
咲
き
」「
遅
咲
き
」
の

品
種
に
大
別
さ
れ
ま
す
。「
早
咲

き
」
の
品
種
は
、
３
月
上
旬
頃
か

ら
一
部
の
品
種
が
花
を
咲
か
せ
始

め
、
続
い
て
「
中
咲
き
」
の
品
種

は
３
月
中
旬
～
下
旬
、｢

遅
咲
き｣

の
品
種
は
３
月
下
旬
～
４
月
上
旬

に
か
け
て
次
々
に
花
を
咲
か
せ
ま

す
。

　

ス
イ
セ
ン
が
一
面
に
咲
き
そ
ろ

う
時
期
は
３
月
下
旬
～
４
月
上
旬

頃
で
す
。

　

ガ
ー
デ
ン
内
に
は
舗
装
さ
れ
た

通
路
や
ス
ロ
ー
プ
、
階
段
に
は
手

す
り
も
あ
り
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
ス
イ
セ
ン
が
観
賞
で
き
ま
す
。

【
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
】

○
ガ
ー
デ
ン
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

４
月
５
日
㈯
・
12
日
㈯

17
時
～
21
時

○
花
火　

４
月
12
日
㈯

19
時
30
分
～（
約
５
分
２
０
０
発
）

○
ス
イ
セ
ン
ガ
ー
デ
ン
で
ハ
ン
ド

メ
イ
ド
～
お
花
の
ウ
エ
ル
カ
ム

ボ
ー
ド
を
作
り
ま
し
ょ
う
～

と
き　

４
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰

10
時
～
15
時

講
師　

大
谷　

朱
美
さ
ん

定
員　

25
人
（
各
日
）

※
有
料
で
す
。

※
開
花
時
期
は
天
候
、
気
温
に

よ
っ
て
前
後
し
ま
す
の
で
最
新

の
、
開
花
状
況
は
公
園
管
理
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
、

電
話
ま
た
は
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

スイセンファンタジー
２０１４開催！

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出
場
者
、全

国･

県
レ
ベ
ル
の
大
会
、市
が
共

催
す
る
各
種
大
会
な
ど
の
上
位
入

賞
者
を
掲
載
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

全
国
大
会

国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会　

ス
キ
ー
競
技
会

（
２
月
21
日
～
24
日
／
山
形
県
）

●
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

成
年
男
子
Ｂ

瀬
尾　

亮
介
（
東
城
町
）

　

全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

（
２
月
２
日
～
５
日
／
群
馬
県
片

品
村
）

●
女
子
ス
ラ
ロ
ー
ム

香
川　

雪
乃
（
高
野
中
２
年
）

全
国
小
学
生
雪
合
戦
大
会

（
２
月
９
日
／
岩
手
県
西
和
賀
町
）

高
野
雪
合
戦
部
・
青

県
大
会
な
ど

広
島
県
民
体
育
大
会　
　
　

（
陸
上
競
技
）

（
10
月
６
日
／
上
野
総
合
公
園
陸

上
競
技
場
）

男
子

●
１
０
０
ｍ　

４
位

根
川　

幸
輝
（
八
幡
小
６
年
）

●
80
ｍ
ハ
ー
ド
ル　

２
位

倉
本　

遥
希
（
庄
原
小
６
年
）

●
走
り
幅
跳
び

２
位

岡
田　

大
貴
（
庄
原
小
６
年
）

３
位　

久
保　

春
喜
（
西
城
小
６
年
）

●
４
×
１
０
０
ｍ　

５
位

庄
原
小
Ａ

岡
﨑　

太
郎
（
６
年
）

黒
田　

晴
彦
（
６
年
）

湯
川　

泰
成
（
６
年
）

池
上
祐
太
郎
（
６
年
）

女
子

●
１
０
０
ｍ　

８
位

藤
元　
　

望
（
高
野
小
６
年
）

広
島
県
小
学
生
総
合
体
育
大

会（
陸
上
競
技
の
部
）

（
10
月
20
日
／
福
山
市
）

●
６
年
男
子
１
０
０
ｍ

２
位　

根
川　

幸
輝
（
八
幡
小
）

●
５
年
男
子
走
り
幅
跳

３
位　

松
浦　

正
樹
（
永
末
小
）

●
６
年
女
子
１
０
０
ｍ

４
位　

谷
口　
　

優
（
東
城
小
）

●
５
年
女
子
走
り
幅
跳

３
位　

永
井　

晴
奈
（
永
末
小
）

広
島
県
雪
合
戦
大
会

（
２
月
１
～
２
日
／
高
野
ス
ポ
ー

ツ
広
場
）

●
一
般
の
部
（
Ｐ
リ
ー
グ
）

優
勝　

雪
村
時
代
（
高
野
町
）

準
優
勝　

シ
ル
バ
ー
左
衛
門
ズ
（
高
野
町
）

第
３
位　

チ
ー
ム
和
南
原
左
衛
門
ズ
（
高
野

町
）

●
一
般
の
部
（
Ｆ
リ
ー
グ
）

優
勝　

雪
人
（
高
野
町
）

第
３
位

総
領
ス
ノ
ー
マ
ン
ズ
（
総
領
町
）

第
５
位

雪
魂
（
高
野
町
）

H
igh-F

ield

（
高
野
町
）

●
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部

第
３
位

Ｃ
Ｃ
Ｄ
レ
デ
ィ
ー
ス
（
東
城
町
）

●
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

優
勝

高
野
雪
合
戦
部
・
青
（
高
野
町
）

準
優
勝

口
和
少
年
野
球
（
口
和
町
）

第
３
位

高
野
雪
合
戦
部
・
赤
（
高
野
町
）

第
66
回
鈴
木
三
重
吉
賞

　

応
募
総
数
は
作
文
１
７
２
６

点
、
詩
２
６
１
９
点
。
特
選
は
作

文
・
詩
と
も
７
点
ず
つ
、
優
秀
賞

は
各
21
点
、
佳
作
は
作
文
１
６
０

点
、
詩
１
８
８
点
、
学
校
賞
は
作

文
は
３
校
、
詩
は
２
校
が
選
ば
れ

た
。

●
特
選　

詩
の
部

加
藤　

望
花
（
比
和
小
１
年
）

熊
本　

鮎
奈
（
庄
原
中
１
年
）

●
優
秀
賞　

作
文
の
部

寺
本　

萌
夏
（
板
橋
小
２
年
）

角
場　

里
菜
（
板
橋
小
５
年
）

有
木　

大
晟
（
山
内
小
５
年
）

藤
谷　

智
昭
（
山
内
小
６
年
）

加
藤　

真
皓
（
比
和
中
１
年
）

●
優
秀
賞　

詩
の
部

大
段　

結
翔
（
東
小
１
年
）

●
学
校
賞　

作
文
の
部

比
和
中
学
校

『
こ
と
ば
の
輝
き
』　　
　
　

優
秀
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

●
論
理
的
に
表
現
す
る
力
部
門

最
優
秀
賞

横
山　

沙
季
（
庄
原
中
２
年
）

優
秀
賞

髙
浦　

七
帆
（
東
城
小
１
年
）

田
中　

利
香
（
庄
原
小
３
年
）

西日本―！！スイセンコレクション

３月15日㈯～４月13日㈰
期間中毎日開園

バイク・軽自動車などの廃車・名義変更の手続きを忘れずに
　軽自動車税は、毎年４月１日現在に軽自動車を所有登録している方に課税されます。
　原動機付自転車、軽自動車、小型特殊自動車および二輪の小型自動車を「人に譲った」「廃車にした」「盗難にあった」「紛
失して現存しない」場合は、４月１日までに必ず必要な手続きをしてください。
　注意！！
　４月１日現在で廃車手続きが完了したものについては課税されませんが、４月２日以降に廃車手続きがされたものに
ついては、その年度の軽自動車税が課税されます。
※年度中途に廃車などの手続きをしても、その年度分の軽自動車税の還付はありません。

　　●各種手続き、問い合わせ先は次のとおりです。
軽自動車の種類 手続き・問い合わせ

原動機付自転車(125ccまでのバイク)
小型特殊自動車・農耕用車両

税務課資産税係　☎０８２４‐７３‐１１４４
または各支所市民生活室

軽自動車（四輪・三輪） 軽自動車検査協会広島主管事務所（広島市西区観音新町４丁目13番13-４号）
☎０８２‐５０３‐８４７５

軽二輪車
(125ccを超え250ccまでのバイク)

一般社団法人　広島県自動車整備振興会
（広島市西区観音新町４丁目13番13-３号）　☎０８２‐２３１‐９２０１

二輪小型自動車
(250ccを超えるバイク)

中国運輸局広島運輸支局（広島市西区観音新町４丁目13番13-2号）
☎０５０‐５５４０‐２０６８

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

広
報
し
ょ
う
ば
ら
２
月
号
の
21
ペ
ー
ジ

の
「
Ｏ
Ｃ
―
１
選
手
権
」
の
記
事
の
中
で

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
次
の
と
お
り
訂
正

し
、
お
詫
び
し
ま
す
。

（
誤
）庄
原
焼
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
連
絡
協
議
会

（
正
）庄
原
焼
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
連
絡
会
議

スイセンガーデン

国営備北丘陵公園だより

  　広報しょうばら｜２０１４．３月号｜ 2021｜２０１４．３月号｜広報しょうばら



お 知 ら せnformation

※飼い犬・猫の引き取り（有料）を希望する方は、必ず事前
に広島県動物愛護センター(☎0848-86-6511)に連絡し、
承諾を得てください。

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ

休日診療のご案内

口和郷土資料館   ☎ 0824-87-2230

開館日 ： 月 ・ 木 ・ 土　９時～ 17 時

こ れ は、 ソ
ニ ー ㈱ か ら 昭
和 49 年 に 発 売
さ れ た、「 ラ ジ
オ付カセット式
テ ー プ レ コ ー
ダー（以下ラジ
カセ）」です。

当時の代表的
な ラ ジ カ セ の
一つで、価格は

43,800 円でした。小型で一体化されており、ＦＭ・短波・中波
放送が聴ける３バンドのラジオ、操作に便利な押しボタンを使っ
たカセット式テープレコーダーとマイクロフォンも内蔵され、簡
単な操作でモノラルの録音と再生ができます。高音と低音の音質
調整が付き、スピーカーは高音用と低音用が組み込まれているの
で良い音で聴けます。そのほかに選局と録音レベル調整用のメー
ターやミキシング機能なども備え、ハンドルも付いて持ち運びが
できるので、電池を使えば屋外でも使える大変便利な音響機器で
す。

ラジカセはラジオと組み合わせたものが昭和４３年に初めて発
売され、その後多くの家電メーカーから色々なデザインと多機能
で使い勝手の良いものが数多く作られてきました。

初期にはモノラル録音でしたが、昭和 52 年からステレオ録音
ができるようになり、手軽なＦＭ放送の録音用として急速に普及
していきます。その後、カセット部が２つ内蔵された「ダブルカ
セット」、更には小型白黒テレビを内蔵した「ラテカセ」、そのほ
かにレコードプレーヤーやリズムマシンが付いたユニークなもの
まで出現。次第にコンパクトなものから機能が多様化して、大出
力で聴ける大きくて重いもの、その反対にカラフルでかわいくデ
ザインされた子ども専用のものまでありました。　

昭和 61 年には、ＣＤプレーヤーを内蔵した「ＣＤラジカセ」
が登場、カセットテープとＣＤが聴けるようになりましたが、最
近は小型デジタルオーディオ機器の普及で出番が少なくなってい
ます。

●東城地域

３月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

３月・４月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○かずら教室
　「ドーム型つづらのランプシェード」
　とき　３月28日（金）　①９時30分～12時
　　　　　　　　　　　 ②13時～15時30分
　参加費　2,300円　　定員　各15人
　※ランプは別売りです。

▶展示・催し物
○手仕事・里山のおぼろ月と福朗展
　とき　３月14日（金）～４月14日（月）

【営業時間の変更】
●閉館時間　17時（３月末まで）
　※朝どり市は通常通り16時

市街地の空き店舗を活用した、
各種展示ができる市民ギャラリーです。

洋画家・濱田昭法作品展
とき　４月８日(火)～10日(木)10時～16時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

献血のご案内　  

問保健医療課 ☎0824-73-1155

　献血を次のとおり実施します。本年度から血液製
剤の安全性、製造効率、医療機関の需要の観点から、
400ml 献血限定で実施しています。
　皆さんのご協力をお願いします。

実施日 会　場 受付時間
３月13日（木） 市役所東城支所 10時～11時30分

12時30分～15時

３月16日（日）瀬尾医院 ☎08477-2-0023
21日（金）こぶしの里病院 ☎08477-2-5255
23日（日）三上クリニック ☎08477-2-1151
30日（日）東城病院 ☎08477-2-2150

４月６日（日）こぶしの里病院 ☎08477-2-5255

☎ 0824-75-4411

犬 ・ 猫の引き取り　  

問環境政策課 ☎ 0824-72-1398

人の動き　  

平成26年１月末現在

♬ ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1188

食育コーナー　  

問農業振興課 ☎ 0824-73-1132

母子保健コーナー　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1255

　３月・４月の犬・猫の引き取りは、次の日程で実施
します。手続きには認印が必要ですので、持参してく
ださい。

庄原市食農教育モデル事業
庄原市食農教育モデル事業は、地域の農業や食の安全などへの
関心・理解を深めるため、市内の小中学校が行う “ 地域の子ども
たちに「食」と「農業」の大切さを学習する機会を提供する取り
組み ”を支援しています。
本年度は 13校がこの事業に取り組んでいます。それぞれ地域
の特色に合わせ、学校田・学校菜園での米づくり、野菜づくりの
ほか、りんごやぶどう、しいたけなど多様な作物の栽培や作業体
験を行っています。
米づくりでは、「花田植え」などの取り組みを通じて、地域の
歴史や文化を学んだり、収穫した米を食味コンクールに出展した
りするなど、毎日食べる「お米」とそれが出来るまでの「農」の
結び付きへの関心を促す、特徴的な取り組みが行われています。
作業は地域の皆さんの指導を受けながら児童・生徒が自ら行う
ため、食への関心・理解を深めるきっかけになっています。
栽培・収穫された作物は、学校で
行う伝統料理教室や調理実習の材
料として使用され、地域の方に振る
舞われます。こうした地域の人々と
の交流も、食に関する関心・意欲の
向上につながり、地域農業への理解
を深めることに結びついています。

[住民基本台帳登載人口]

人口　３８，８１２人（前年比－６４６人）　
男　　１８，３６２人（前年比－２７７人）　
女　　２０，４５０人（前年比－３６９人）　
世帯数　１５，９２９世帯（前年比－５７世帯）
[ うち外国人 ]　人口　２６５人（前年比－２３人）

と　き　３月 24 日㈪ 12 時 15 分～ 55 分
ところ　市役所１階市民ホール
出演者　石

い し は ら

原有
ゆ き こ

希子（マリンバ）
　　　　浅

あ さ だ

田　真
ま い

生（パーカッション）ほか
曲　目　ダニーボーイ、コーヒールンバ、花は咲く
　　　　ほか

広報日記
　ページをめくり驚かれた方もいらっしゃると思いますが、
今回広報しょうばらで初めて、表・裏表紙以外のページをカ
ラーにしました。皆さんいかがだったでしょうか。カラーペー
ジへの賛否の議論がある中で、これまで１色刷りの広報紙を
発行してきましたが、それは市役所内での議論がほとんどで、
実際に読者である市民の皆さんにお聞きしたものではありま
せん。広報紙の編集を担当してきて、今回のしょうばら花めぐ
りのような記事は、「１色では良さが伝わらない」という思い
があり、花や風景を取り上げるたびに、その思いを強くしてい
ました。当然カラーにするとその分経費が上がりますが、今回
はページ数をいつもより減らし、経費を抑えています。逆にカ
ラーにすると、写真の上手下手がはっきり現れるので、撮影技
術をもっと上げないと、逆効果になってしまいます。より読者
の皆さんに支持される広報紙にしていくため、ぜひご意見ご
感想をお寄せいただきたいと思います。

▶石原有希子…ニューヨーク・カーネギーホール、フランス、
ロシア、メキシコなど国内外で 1,000 回を超える演奏経歴
を持つ。広島ジュニアマリンバアンサンブル出身。桐朋学園
大学音楽学部研究科マリンバ専攻修了。エリザベト音楽大学
大学院後期博士課程在籍。マリンバを浅田三恵子ほか、打楽
器を松倉利之の各氏に師事。FMちゅーピー「石原有希子の
おしゃべりマリンバ」のパーソナリティで出演中。
▶浅田真生…５歳からマリンバを始める。広島ジュニアマリ
ンバアンサンブルのメンバーとして、ニューヨーク・カーネ
ギーホール、ロシア、フランス、香港、中国など国内外で演
奏。現在、広島大学教育学部第四類音楽文化系コース在学中。

	
引き取り日 時間 場所

庄原
地域 毎月第２・４水曜日

３月１２日・２６日
４月　９日・２３日

９：００
～　９：３０

市役所車庫

東城
地域

１０：４０
～１１：１０

東城支所
正面駐車場

「耳とことば」

￥ 市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●税務課収納係　　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １１４５
●下水道課管理係　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １１７５
●水道課業務係　　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １１９７

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。

★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは交流サロンラッキー ☎ 0824-72-0075 まで
と   き　４月９日（水）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）
詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.main.jp

４月

ラジカセ（ラジオ付カセット式テープレコーダー）

　生まれながら両耳にきこえの障害がある赤ちゃんは、出生
1,000 人に対して１～２人いると言われています。赤ちゃんの耳
がきこえているかどうかは、程度によって日常生活では気づきに
くいこともあります。
　耳のきこえの障害は生まれつきの場合だけではなく、その後の
病気などが原因で起こるものもあるので、年齢を問わず日常の赤
ちゃんの耳のきこえやことばの状態、発音の様子などに気をつけ
ましょう。

～母子保健では次の事業を行っています～
●新生児聴覚検査
　初回検査と精密検査の１回分が無料で受けられます（ただし、
手続きが必要です）。結果は「PASS」（今のところ問題なし）、ま
たは「REFER」（より詳しい検査が必要）と表されます。
●乳幼児健診
　問診や診察のときに耳のきこえチェックを行っています。耳の
きこえは保護者によって見つかることも多くあります。

※発音を育てるためには、吹いたりなめたりする動作、舌や口の
まわりの運動が大事です。よく遊ぶ、よく噛む、うがい、歯磨き
など、日常生活で行う動
作でも十分育てること
ができます。発音の完成
には個人差があります
ので、気になる方は保健
師または医療機関に相
談してください。

大きさ
　24.6㎝（高さ)
　37.6㎝（幅）
　10.6㎝（奥行）
　5kg（重さ）

カセットテープ

  　広報しょうばら｜２０１４．３月号｜ 22 23｜２０１４．３月号｜広報しょうばら



庄原の食材を扱うお店を応援します！

『庄原市地産地消推進店』に登録しませんか？　市は随時、地産地消推進店を募集しています。
詳しくは、保健医療課健康推進係（☎ 0824-73-1255）まで。
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★

実業高

庄原幼稚園
庄原小

田園文化
センター

ジョイフル

Ａコープしょうばら店
所　西本町二丁目 14-1
☎　０８２４‐７５‐４０６１
営　９時30 分～20 時
休　１月１日・２日

取り扱う市内産食材

●店長の芦田　康さんに聞きました。

なぜ、地産地消推進店に登録しようと思ったのですか？
　庄原市は野菜、果物の産地としても県下では知られて
います。
　また当店は、全農グループの店舗でもあり、国産こだわ
り宣言として、国産農畜産物の取り扱い・消費拡大に取
り組んでいます。そのため、地元庄原ならではの商品をア
ピールしていきたいと考え、登録しました。

お店の推進店としてのこだわりは？
　「新鮮」・「安全」を!! 生産者の顔がはっきりと分かって

いるため、商品を安心して積極的に販売するこ
とができます。
　毎日、新鮮で安心できる商品を、季節ごとにと
取り揃えています。

皆さんへ一言
　当店では旬の野菜・果物以外にも、地産地消
として地元庄原産の商品をたくさん取り揃えて
います。また、地域の活性化につながるよう取り
組んでいます。
　当店のご利用を従業員一同お待ち申し上げま
す。 ▲庄原産の新鮮野菜を販売

野菜類、果物、肉類など
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　「とんど祭り」は、皆さんの地域でもさ
れていると思いますが、私たちの地域では、
より幅広い世代が交流できるようにと、今
回初めてとんどを２基作りました。大きい
のが大人用で、小さいのが子ども用です。
地域の多くの皆さんの協力が得られ、地域
の絆も深まったと思います。とんどを２つ
作るというのは珍しいと思い、投稿しまし
た。燃え上がる２つの炎を見上げ、みんな
で無病息災を願いました。息子の瑛太は振
る舞われたぜんざいに夢中でした。

藤本　耕平（戸郷町） （平成 26 年１月 13 日撮影）

戸郷町のとんど祭りVol.46


